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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】鶏卵の鮮度低下を抑制できる冷蔵庫を提供する
。
【解決手段】冷蔵庫１に設けられる貯蔵室３内に配して
貯蔵物を載置する載置棚１０と、鶏卵を保持する鶏卵収
納容器２１とを備え、鶏卵収納容器２１を位置決めして
保持する保持部をリブ１５、１６、１７や溝部１８、１
９等によって載置棚１０に形成して、鶏卵収納容器２１
を嵌合する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　貯蔵室内に配して貯蔵物を載置する載置棚と、鶏卵を保持する複数の孔部を有した鶏卵
収納容器とを備え、前記鶏卵収納容器を位置決めして保持する保持部を前記載置棚に設け
たことを特徴とする冷蔵庫。
【請求項２】
　前記保持部が前記載置棚上に突設または凹設され、前記保持部と前記鶏卵収納容器との
嵌合または複数の前記保持部間と前記鶏卵収納容器との嵌合により前記鶏卵収納容器が位
置決めされることを特徴とする請求項１に記載の冷蔵庫。
【請求項３】
　前記保持部が前記載置棚上に突設される格子状のリブまたは前記載置棚上に凹設される
格子状の溝部を有することを特徴とする請求項２に記載の冷蔵庫。
【請求項４】
　前記リブが前後及び左右方向に同じ周期で形成され、平面視略矩形の前記鶏卵収納容器
の短手方向の長さ及び長手方向の長さが隣接する前記リブの間の長さと該周期の整数倍と
の和に形成されることを特徴とする請求項３に記載の冷蔵庫。
【請求項５】
　前記鶏卵収納容器の周壁の下面に前記リブとの干渉を回避する逃げ溝を設けたことを特
徴とする請求項４に記載の冷蔵庫。
【請求項６】
　前記リブが前後及び左右方向に同じ周期で形成され、前記鶏卵収納容器の周壁の下端に
該周期で形成されるとともに前記リブに嵌合する嵌合溝を設けたことを特徴とする請求項
３に記載の冷蔵庫。
【請求項７】
　平面視略矩形の前記鶏卵収納容器が前記溝部に嵌合する突起部を周壁の下端に有し、前
記突起部を周壁の少なくとも直交する二面に設けたことを特徴とする請求項３に記載の冷
蔵庫。
【請求項８】
　前記溝部が前後及び左右方向に同じ周期で形成され、平面視略矩形の前記鶏卵収納容器
の周壁が前記溝部に嵌合することを特徴とする請求項３に記載の冷蔵庫。
【請求項９】
　前記溝部の幅が前記周壁の幅の２倍に形成されることを特徴とする請求項７または請求
項８に記載の冷蔵庫。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、鶏卵を保持する鶏卵収納容器を備えた冷蔵庫に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の冷蔵庫は特許文献１に開示されている。この冷蔵庫は冷蔵室内に設けた収納室内
に前後にスライド自在の収納ケースが配され、収納ケース上に鶏卵収納容器が載置される
。鶏卵収納容器の上面には複数の孔部が開口し、鶏卵は孔部に挿通して保持される。収納
ケースを引き出すことによって鶏卵収納容器に対して鶏卵を出し入れすることができる。
【０００３】
　また、冷蔵室を開閉する扉の背面側に設けたドアポケット内に鶏卵収納容器を設置した
冷蔵庫も知られている。扉を開くことによってドアポケット内の鶏卵収納容器に対して鶏
卵を出し入れすることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【特許文献１】特開２０１１－４３２９６号公報（第３頁－第５頁、第２図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記従来の冷蔵庫によると、可動の収納ケースや扉に鶏卵収納容器が配
されるため、収納ケースや扉の開閉時に鶏卵が振動する。鶏卵はカラザで支持される卵黄
の周囲が抗菌作用を有する卵白により覆われる。カラザは経時変化によって強度が徐々に
低下するため、鶏卵の振動によって破損する場合がある。この時、卵黄が周部に配されて
鶏卵の殻から侵入する雑菌に接触し、鶏卵の鮮度低下が早められる虞があった。
【０００６】
　本発明は、鶏卵の鮮度低下を抑制できる冷蔵庫を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために本発明は、貯蔵室内に配して貯蔵物を載置する載置棚と、鶏
卵を保持する複数の孔部を有した鶏卵収納容器とを備え、前記鶏卵収納容器を位置決めし
て保持する保持部を前記載置棚に設けたことを特徴としている。この構成によると、鶏卵
は鶏卵収納容器の孔部に挿通して保持される。鶏卵収納容器は載置棚上に載置され、載置
棚に設けた保持部によってずれないように位置決めして保持される。孔部は貫通孔により
形成してもよく、非貫通孔により形成してもよい。
【０００８】
　また本発明は、上記構成の冷蔵庫において、前記保持部が前記載置棚上に突設または凹
設され、前記保持部と前記鶏卵収納容器との嵌合または複数の前記保持部間と前記鶏卵収
納容器との嵌合により前記鶏卵収納容器が位置決めされることを特徴としている。
【０００９】
　また本発明は、上記構成の冷蔵庫において、前記保持部が前記載置棚上に突設される格
子状のリブまたは前記載置棚上に凹設される格子状の溝部を有することを特徴としている
。この構成によると、載置棚に設けた格子状のリブまたはリブ間に鶏卵収納容器が嵌合し
て位置決めされる。また、載置棚に設けた格子状の溝部に鶏卵収納容器が嵌合して位置決
めされる。
【００１０】
　また本発明は、上記構成の冷蔵庫において、前記リブが前後及び左右方向に同じ周期で
形成され、平面視略矩形の前記鶏卵収納容器の短手方向の長さ及び長手方向の長さが隣接
する前記リブの対向面間の距離と該周期の整数倍との和に形成されることを特徴としてい
る。
【００１１】
　この構成によると、平面視略矩形の鶏卵収納容器がリブとリブとの間に嵌合して位置決
めされる。鶏卵収納容器の短手方向の長さ及び長手方向の長さが隣接するリブの対向面間
の距離とリブの周期の整数倍との和に形成されるため、載置棚上の所望の位置に鶏卵収納
容器を設置することができる。また、鶏卵収納容器の短手方向を前後方向に設置できると
ともに、長手方向を前後方向に設置できる。
【００１２】
　また本発明は、上記構成の冷蔵庫において、前記鶏卵収納容器の周壁の下面に前記リブ
との干渉を回避する逃げ溝を設けたことを特徴としている。
【００１３】
　また本発明は、上記構成の冷蔵庫において、前記リブが前後及び左右方向に同じ周期で
形成され、前記鶏卵収納容器の周壁の下端に該周期で形成されるとともに前記リブに嵌合
する嵌合溝を設けたことを特徴としている。
【００１４】
　この構成によると、鶏卵収納容器に設けた嵌合溝がリブに嵌合して鶏卵収納容器が位置
決めされる。嵌合溝がリブの周期で形成されるため、載置棚上の所望の位置に鶏卵収納容
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器を設置することができる。また、鶏卵収納容器の短手方向を前後方向に設置できるとと
もに、長手方向を前後方向に設置できる。
【００１５】
　また本発明は、上記構成の冷蔵庫において、平面視略矩形の前記鶏卵収納容器が前記溝
部に嵌合する突起部を周壁の下端に有し、前記突起部を周壁の少なくとも直交する二面に
設けたことを特徴としている。
【００１６】
　この構成によると、鶏卵収納容器の直交する二面の周壁に設けた突起部が溝部に嵌合し
て鶏卵収納容器が位置決めされる。この時、格子状の溝部に突起部が嵌合して載置棚上の
所望の位置に鶏卵収納容器を設置することができる。また、鶏卵収納容器の短手方向を前
後方向に設置できるとともに、長手方向を前後方向に設置できる。
【００１７】
　また本発明は、上記構成の冷蔵庫において、前記溝部が前後及び左右方向に同じ周期で
形成され、平面視略矩形の前記鶏卵収納容器の周壁が前記溝部に嵌合することを特徴とし
ている。
【００１８】
　この構成によると、鶏卵収納容器の周壁が溝部に嵌合して鶏卵収納容器が位置決めされ
る。また、鶏卵収納容器の短手方向を前後方向に設置できるとともに、長手方向を前後方
向に設置できる。
【００１９】
　また本発明は、上記構成の冷蔵庫において、前記溝部の幅が前記周壁の幅の２倍に形成
されることを特徴としている。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によると、載置棚に載置した鶏卵収納容器を位置決めして保持する保持部を設け
たので、鶏卵収納容器に保持される鶏卵の振動を防止することができる。従って、振動に
よるカラザの破損を防止し、鶏卵の鮮度低下を抑制することができる。また、使用者の所
望の位置に鶏卵収納容器を設置することができ、冷蔵庫の利便性が向上する。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の第１実施形態の冷蔵庫を示す側面断面図
【図２】本発明の第１実施形態の冷蔵庫の載置棚を示す上面図
【図３】本発明の第１実施形態の冷蔵庫の載置棚を示す斜視図
【図４】本発明の第１実施形態の冷蔵庫の鶏卵収納容器を示す斜視図
【図５】本発明の第１実施形態の冷蔵庫の鶏卵収納容器の設置状態を示す正面断面図
【図６】本発明の第２実施形態の冷蔵庫の載置棚を示す上面図
【図７】本発明の第３実施形態の冷蔵庫の載置棚を示す上面図
【図８】本発明の第３実施形態の冷蔵庫の鶏卵収納容器を示す斜視図
【図９】本発明の第３実施形態の冷蔵庫の鶏卵収納容器の設置状態を示す正面断面図
【図１０】本発明の第４実施形態の冷蔵庫の載置棚を示す上面図
【図１１】本発明の第５実施形態の冷蔵庫の載置棚を示す上面図
【図１２】本発明の第５実施形態の冷蔵庫の鶏卵収納容器を示す斜視図
【図１３】本発明の第５実施形態の冷蔵庫の鶏卵収納容器の設置状態を示す正面断面図
【図１４】本発明の第６実施形態の冷蔵庫の載置棚を示す上面図
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下に本発明の実施形態を図面を参照して説明する。図１は第１実施形態の冷蔵庫を示
す側面断面図である。冷蔵庫１は本体部を形成する断熱箱体２内に冷蔵室３、冷凍室４、
野菜室５が上方から順に区画して設けられる。冷蔵室３の前面は回動する冷蔵室扉３ａに
より開閉される。冷凍室４の前面は収納ケース４ｂと一体の引き出し式の冷凍室扉４ａに
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より開閉される。野菜室５の前面は収納ケース５ｂと一体の引き出し式の野菜室扉５ａに
より開閉される。
【００２３】
　冷蔵室３の両側壁には前後に延びる複数の設置部６が突設される。設置部６上には貯蔵
物を載置する載置棚１０が橋架される。
【００２４】
　図２、図３は載置棚１０を示す上面図及び斜視図である。載置棚１０は透明な樹脂やガ
ラス等により形成した平板状の載置部１２の周囲に樹脂成形品の枠部１１が配される。こ
れにより、枠部１１の内周面は載置部１２との段差を形成する。枠部１１と載置部１２と
を透明な樹脂等によって一体に形成してもよい。
【００２５】
　また、枠部１１と載置部１２とを同じ高さに形成してもよい。この時、貯蔵物の落下防
止のために載置棚１０の周部を囲むリブを設けると、詳細を後述するように、枠部１１の
段差と同様の保持部が形成される。
【００２６】
　載置棚１０の載置部１２上には前後及び左右方向に同じ周期Ｔで配される格子状のリブ
１５が突設される。これにより、載置棚１０の強度を向上させることができる。また、載
置部１２上には鶏卵を保持する鶏卵収納容器２１が載置される。
【００２７】
　図４は鶏卵収納容器２１の斜視図を示している。鶏卵収納容器２１は下面を開放し、四
隅を曲面に形成した平面視略矩形に形成される。鶏卵収納容器２１の上面には複数の孔部
２５が開口し、鶏卵は孔部２５に挿通して保持される。孔部２５は貫通孔により形成して
もよく、非貫通孔により形成してもよい。
【００２８】
　鶏卵収納容器２１の周壁２１ａの下端にはリブ１５（図２参照）との干渉を回避する逃
げ溝２７が形成される。これにより、周壁２１ａの四隅に脚部２６が下方に突出して形成
される。
【００２９】
　図５は鶏卵収納容器２１を載置棚１０に設置した状態を示す正面断面図である。同図に
おいて、鶏卵収納容器２１の長手方向を前後方向に設置した状態を示している。鶏卵収納
容器２１の短手方向の長さＬ１は隣接するリブ１５の対向面間の距離Ｄとリブ１５の周期
Ｔとの和に形成される。同様に、鶏卵収納容器２１の長手方向の長さＬ２（図２参照）は
隣接するリブ１５の対向面間の距離Ｄとリブ１５の周期Ｔの５倍の長さとの和に形成され
る。
【００３０】
　即ち、鶏卵収納容器２１の短手方向長さＬ１及び長手方向の長さＬ２は距離Ｄと周期Ｔ
の整数倍との和になっている。これにより、鶏卵収納容器２１の周壁２１ａの外面が複数
のリブ１５の垂直面の間に嵌合し、鶏卵収納容器２１がずれないように位置決めして保持
される。従って、鶏卵の振動を防止することができる。
【００３１】
　この時、リブ１５の周期Ｔが一定であるため、載置棚１０上の所望の位置に鶏卵収納容
器２１を設置することができる。また、周期Ｔが前後及び左右方向で同じであるため図２
、図３に示すように、鶏卵収納容器２１の短手方向を前後方向に配置する場合と長手方向
を前後方向に配置する場合とに向きを９０゜変えて設置できる。従って、使用者の所望の
位置に鶏卵収納容器２１を設置することができ、冷蔵庫１の利便性が向上する。
【００３２】
　尚、載置棚１０の枠部１１によって載置部１２に対して段差が形成されるため、鶏卵収
納容器２１を枠部１１に当接して設置してもよい。この時、鶏卵収納容器２１は枠部１１
とリブ１５との間に嵌合して位置決めされる。従って、リブ１５及び枠部１１は鶏卵収納
容器２１を位置決めして保持する保持部を構成する。
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【００３３】
　本実施形態によると、載置棚１０に載置した鶏卵収納容器２１の外面に嵌合して鶏卵収
納容器２１を位置決めして保持する枠部１１及びリブ１５（保持部）を設けたので、鶏卵
収納容器２１に保持される鶏卵の振動を防止することができる。従って、振動によるカラ
ザの破損を防止し、鶏卵の鮮度低下を抑制することができる。また、使用者の所望の位置
に鶏卵収納容器２１を設置することができ、冷蔵庫１の利便性が向上する。
【００３４】
　また、載置棚１０上に突設される格子状のリブ１５によって鶏卵収納容器２１を位置決
めして保持する保持部が形成される。これにより、鶏卵収納容器２１をリブ１５間に嵌合
して保持する保持部を容易に実現することができるとともに、載置棚１０の強度を向上す
ることができる。
【００３５】
　また、リブ１５が前後及び左右方向に同じ周期Ｔで形成され、鶏卵収納容器２１の短手
方向の長さＬ１及び長手方向の長さＬ２が隣接するリブ１５の対向面間の距離Ｄと周期Ｔ
の整数倍との和に形成される。これにより、載置棚１０上の所望の位置に鶏卵収納容器２
１を設置できるとともに、鶏卵収納容器２１の向きを９０゜変えて設置できる。従って、
冷蔵庫１の利便性を向上することができる。
【００３６】
　次に、図６は第２実施形態の冷蔵庫１の載置棚１０を示す上面図である。説明の便宜上
、前述の図１～図５に示す第１実施形態と同様の部分は同一の符号を付している。本実施
形態は第１実施形態と同じ鶏卵収納容器２１を備え、第１実施形態と異なるリブ１６が載
置棚１０に設けられている。その他の部分は第１実施形態と同様である。
【００３７】
　リブ１６は左右方向及び後方に延びたＴ字型に形成され、左右方向に複数並設されてい
る。後方の枠部１１の内周面とこれに対向するリブ１６の背面との距離は鶏卵収納容器２
１の長手方向の長さＬ２に一致する。左方の枠部１１の内周面とこれに対向するリブ１６
の左側面との距離は鶏卵収納容器２１の短手方向の長さＬ１に一致する。また、隣接する
リブ１６の左右方向に互いに対向する面間の長さは鶏卵収納容器２１の短手方向の長さＬ
１に一致する。
【００３８】
　これにより、鶏卵収納容器２１は枠部１１とリブ１６との間や、隣接するリブ１６間に
嵌合し、ずれないように位置決めして保持される。従って、リブ１６及び枠部１１は鶏卵
収納容器２１を位置決めして保持する保持部を構成し、鶏卵の振動を防止することができ
る。
【００３９】
　本実施形態によると、第１実施形態と同様に、鶏卵収納容器２１の外面に嵌合する枠部
１１及びリブ１６（保持部）を設けたので、鶏卵収納容器２１に保持される鶏卵の振動を
防止することができる。
【００４０】
　次に、図７は第３実施形態の冷蔵庫１の載置棚１０を示す上面図である。説明の便宜上
、前述の図１～図５に示す第１実施形態と同様の部分は同一の符号を付している。本実施
形態は第１実施形態と同じ格子状のリブ１５が載置棚１０に設けられ、第１実施形態と異
なる鶏卵収納容器２２を備えている。その他の部分は第１実施形態と同様である。
【００４１】
　図８は鶏卵収納容器２２の斜視図を示している。鶏卵収納容器２２は下面を開放し、四
隅を曲面に形成した平面視略矩形に形成される。鶏卵収納容器２２の四面の周壁２２ａの
下端にはリブ１５（図７参照）に嵌合する複数の嵌合溝２８が形成される。
【００４２】
　図９は鶏卵収納容器２２を載置棚１０に設置した状態を示す正面断面図である。同図に
おいて、鶏卵収納容器２２の短手方向を前後方向に設置した状態を示している。鶏卵収納
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容器２２の周壁２２ａに設けた嵌合溝２８はリブ１５の周期Ｔで並設される。これにより
、嵌合溝２８が格子状のリブ１５に嵌合し、鶏卵収納容器２２がずれないように位置決め
して保持される。従って、リブ１５は鶏卵収納容器２２を位置決めして保持する保持部を
構成し、鶏卵の振動を防止することができる。
【００４３】
　この時、リブ１５の周期Ｔが一定であるため、載置棚１０上の所望の位置に鶏卵収納容
器２１を設置することができる。また、周期Ｔが前後及び左右方向で同じであるため図７
に示すように、鶏卵収納容器２２の短手方向を前後方向に配置する場合と長手方向を前後
方向に配置する場合とに向きを９０゜変えて設置できる。
【００４４】
　本実施形態によると、第１実施形態と同様に、鶏卵収納容器２２の嵌合溝２８と嵌合し
て鶏卵収納容器２２を保持するリブ１５（保持部）を設けたので、鶏卵収納容器２２に保
持される鶏卵の振動を防止することができる。
【００４５】
　また、嵌合溝２８がリブ１５と同じ周期Ｔで形成されるので、載置棚１０上の所望の位
置に鶏卵収納容器２２を設置できるとともに、鶏卵収納容器２２の向きを９０゜変えて設
置できる。従って、冷蔵庫１の利便性を向上することができる。
【００４６】
　次に、図１０は第４実施形態の冷蔵庫１の載置棚１０を示す上面図である。説明の便宜
上、前述の図７～図９に示す第３実施形態と同様の部分は同一の符号を付している。本実
施形態は第３実施形態と同じ鶏卵収納容器２２を備え、第１実施形態と異なるコ字型のリ
ブ１７が載置棚１０に設けられる。その他の部分は第３実施形態と同様である。
【００４７】
　リブ１７は載置棚１０の後端の枠部１１に接して屈曲したコ字型に形成される。鶏卵収
納容器２２は後端面が枠部１１に当接した状態で直交する二面の周壁２２ａに設けた嵌合
溝２８（図８参照）がリブ１７に嵌合する。これにより、鶏卵収納容器２２が位置決めし
て保持される。従って、枠部１１及びリブ１７は鶏卵収納容器２２を位置決めして保持す
る保持部を構成し、鶏卵の振動が防止される。リブ１７を左右方向に複数設けてもよい。
また、リブ１７のコーナー部分を省いてもよい。
【００４８】
　本実施形態によると、第３実施形態と同様に、鶏卵収納容器２２の嵌合溝２８と嵌合し
て鶏卵収納容器２２を保持するリブ１７（保持部）を設けたので、鶏卵収納容器２２に保
持される鶏卵の振動を防止することができる。
【００４９】
　また、鶏卵収納容器２２の向きを９０゜変えて設置することができ、冷蔵庫１の利便性
を向上することができる。
【００５０】
　次に、図１１は第５実施形態の冷蔵庫１の載置棚１０を示す上面図である。説明の便宜
上、前述の図１～図５に示す第１実施形態と同様の部分は同一の符号を付している。本実
施形態は第１実施形態と異なる鶏卵収納容器２３を備え、載置棚１０上にはリブ１５（図
２参照）に替えて溝部１８が設けられる。その他の部分は第１実施形態と同様である。
【００５１】
　載置棚１０の載置部１２上には前後及び左右方向に同じ周期Ｔで配される格子状の溝部
１８が凹設される。これにより、載置棚１０の強度を向上させることができる。
【００５２】
　図１２は鶏卵収納容器２３の斜視図を示している。鶏卵収納容器２３は下面を開放し、
四隅を曲面に形成した平面視略矩形に形成される。この時、溝部１８（図１１参照）のコ
ーナーの平面形状と鶏卵収納容器２３のコーナーの平面形状とが異なる。鶏卵収納容器２
３の四面の周壁２３ａの下端には溝部１８（図１１参照）に嵌合する複数の突起部２９が
突出して形成される。突起部２９は鶏卵収納容器２３のコーナーを避けて設けられ、コー
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ナー部分には突起部２９間の切欠きが形成される。
【００５３】
　図１３は鶏卵収納容器２３を載置棚１０に設置した状態を示す正面断面図である。同図
において、鶏卵収納容器２３の長手方向を前後方向に設置した状態を示している。鶏卵収
納容器２３の短手方向の長さＬ１は溝部１８の幅Ｗと溝部１８の周期Ｔ（Ｅ＋Ｗ）の２倍
の長さとの和に形成される。同様に、鶏卵収納容器２３の長手方向の長さＬ２（図１１参
照）は溝部１８の幅Ｗと溝部１８の周期Ｔの６倍の長さとの和に形成される。
【００５４】
　また、周壁２３の幅は溝部１８の幅Ｗに略一致しているため、鶏卵収納容器２３の短手
方向の周壁２３ａの内面間の長さＬ１’は溝部１８の周期Ｔと隣接する溝部１８の対向面
間の距離Ｅとの和に形成される。同様に、鶏卵収納容器２３の長手方向の周壁２３ａの内
面間の長さＬ２’（不図示）は溝部１８の周期Ｔの５倍と隣接する溝部１８の対向面間の
距離Ｅとの和に形成される。
【００５５】
　即ち、鶏卵収納容器２３の短手方向の長さＬ１及び長手方向の長さＬ２は溝部１８の幅
Ｗと周期Ｔの整数倍との和になっている。また、鶏卵収納容器２３の周壁２３ａの内面間
の長さＬ１’、Ｌ２’は溝部１８の周期Ｔの整数倍と隣接する溝部１８の対向面間の距離
Ｅとの和になっている。
【００５６】
　これにより、鶏卵収納容器２３の突起部２９が溝部１８に嵌合し、鶏卵収納容器２３の
コーナーが載置部１２に当接する。これにより、鶏卵収納容器２３がずれないように位置
決めして保持される。従って、溝部１８は鶏卵収納容器２３を位置決めして保持する保持
部を構成し、鶏卵の振動を防止することができる。
【００５７】
　この時、溝部１８の周期Ｔが一定であるため、載置棚１０上の所望の位置に鶏卵収納容
器２３を設置することができる。また、周期Ｔが前後及び左右方向で同じであるため図１
１に示すように、鶏卵収納容器２３の短手方向を前後方向に配置する場合と長手方向を前
後方向に配置する場合とに向きを９０゜変えて設置できる。
【００５８】
　尚、鶏卵収納容器２３が溝部１８に沿ってスライドすることを回避するため、突起部２
９は直交する周壁２３ａから周期Ｔと異なる距離に設けられる。突起部２９の水平方向の
長さを溝部１８の幅Ｗよりも大きく形成してもよい。
【００５９】
　また、溝部１８と鶏卵収納容器２３の周壁２３とは周壁２３の外面及び内面の一方のみ
で嵌合してもよい。この時、溝部１８の幅Ｗを周壁２３の幅の２倍に形成して周壁２３の
内面を溝部１８に嵌合させるとより望ましい。これにより、２つの鶏卵収納容器２３を同
じ溝部１８に嵌合し、隣接して設置することができる。
【００６０】
　本実施形態によると、第１実施形態と同様に、載置棚１０に載置した鶏卵収納容器２３
の突起部２９に嵌合して鶏卵収納容器２３を位置決めして保持する溝部１８（保持部）を
設けたので、鶏卵収納容器２３に保持される鶏卵の振動を防止することができる。
【００６１】
　また、載置棚１０上に凹設される格子状の溝部１８によって鶏卵収納容器２３を位置決
めして保持する保持部が形成される。これにより、鶏卵収納容器２３を嵌合して保持する
保持部を容易に実現することができるとともに、載置棚１０の強度を向上することができ
る。
【００６２】
　本実施形態において、突起部２９は周壁２３ａの少なくとも直交する二面に形成されて
いればよい。これにより、鶏卵収納容器２３のコーナーが載置部１２上に当接し、直交す
る二面の突起部２９によって鶏卵収納容器２３のスライドが防止される。しかしながら、
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突起部２９を周壁２３ａの四面や三面に形成すると、鶏卵収納容器２３をより安定して設
置することができる。
【００６３】
　また、溝部１８のコーナーの平面形状と鶏卵収納容器２３のコーナーの平面形状とが一
致する場合は、鶏卵収納容器２３のコーナーに突起部２９を設けてもよく、突起部２９を
省いてもよい。突起部２９を省いた場合は、鶏卵収納容器２３の周壁２３ａが溝部１８に
嵌合し、鶏卵収納容器２３を位置決めして保持することができる。
【００６４】
　次に、図１４は第６実施形態の冷蔵庫１の載置棚１０を示す上面図である。説明の便宜
上、前述の図１１～図１３に示す第５実施形態と同様の部分は同一の符号を付している。
本実施形態は第５実施形態と同じ鶏卵収納容器２３を備え、第５実施形態と異なる溝部１
９が載置棚１０に設けられている。その他の部分は第５実施形態と同様である。
【００６５】
　溝部１９は前後方向の一方及び左右方向に延びたＴ字型に形成され、前後方向に対向配
置されるとともに左右方向に複数並設されている。尚、左右方向の端部の溝部１９はＬ字
型に形成される。前後に対向する溝部１９において前方の溝部１９の前面と後方の溝部１
９の背面との距離は鶏卵収納容器２３の長手方向の長さＬ２に一致する。左右に隣接する
溝部１９において左方の溝部１９の前後に延びた部分の左側面と右方の溝部１９の前後に
延びた部分の右側面との距離は鶏卵収納容器２３の短手方向の長さＬ１に一致する。
【００６６】
　これにより、鶏卵収納容器２３の突起部２９（図１２参照）の外面は溝部１９に嵌合し
、鶏卵収納容器２３がずれないように位置決めして保持される。従って、溝部１９は鶏卵
収納容器２３を位置決めして保持する保持部を構成し、鶏卵の振動を防止することができ
る。
【００６７】
　尚、突起部２９（図１２参照）の内面が溝部１９に嵌合するように形成してもよい。こ
の時、溝部１９の左右方向の幅Ｗ（図１３参照）を周壁２３の幅の２倍に形成すると、２
つの鶏卵収納容器２３を同じ溝部１９に嵌合し、隣接して設置することができる。
【００６８】
　本実施形態によると、第５実施形態と同様に、鶏卵収納容器２３の突起部２９に嵌合す
る溝部１９（保持部）を設けたので、鶏卵収納容器２３に保持される鶏卵の振動を防止す
ることができる。
【産業上の利用可能性】
【００６９】
　本発明によると、鶏卵収納容器を備えた冷蔵庫に利用することができる。
【符号の説明】
【００７０】
　　　１　　冷蔵庫
　　　２　　断熱箱体
　　　３　　冷蔵室
　　　４　　冷凍室
　　　５　　野菜室
　　　６　　設置部
　　１０　　載置棚
　　１１　　枠部
　　１２　　載置部
　　１５、１６、１７　リブ
　　１８、１９　溝部
　　２１、２２、２３　鶏卵収納容器
　　２１ａ、２２ａ、２３ａ　周壁
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　　２５　　孔部
　　２６　　脚部
　　２７　　逃げ溝
　　２８　　嵌合溝
　　２９　　突起部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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